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くまの議会だより　第139号 ③② くまの議会だより　第139号

令和８年度一般会計補正予算（第１号）を可決
歳入・歳出とも2,783万4千円の増額
総額124億5,102万4千円に

6月定例会は、6月2日から12日までの会期で開催されました。
議案17件の方向性を慎重に審議し、原案のとおり可決しました。
一般質問では、8人の議員が町政の課題などを質しました。

主な議題

農業委員会委員の任命に同意

熊野町税条例の一部の改正について
（１）公的年金等受給者の扶養親族等申告書の提出義務が、表のとおり変更された。

（２）物価上昇の対応や小規模事業者へ配慮するため、固定資産税の免税点が表のとおり変更
された。

（３）セルフメディケーション税制の適用期限の撤廃
健康診断等を行った方が市販の特定医薬品を購入した場合、年間１万２千円を超えて、
上限８万８千円まで所得控除が恒久的にできることとなった。

（４）住宅ローン控除が延長
居住年の上限が令和７年から令和 12 年へ延長され、住民税への適用年度の上限が令和
20年から令和25年に延長される。

（５）長期譲渡所得に係る住民税の課税の特例の改正
優良住宅地の造成等のための譲渡であっても、土砂災害特別警戒区域等に該当する場合
は除外された。

（６）暗号資産（ビットコイン等）の所得に対する課税方式が、総合課税から申告分離課税に
変更される。
これにより税率55％が20％になり、大幅な負担軽減となる。

受給者の年齢

〇【第36条の３の３】《住民税令和10年度分～》

改正前 改正後
①65歳未満

②65歳以上（退職年金等）

③65歳以上（老齢基礎年金受給者）

108万円以上

158万円以上

80万円以上

155万円以上

205万円以上

127万円以上

資産区分

〇【第63条】《固定資産税令和9年度分～》

改正前 改正後 引き上げ幅
土地

家屋

償却資産

30万円

20万円

150万円

30万円

30万円

180万円

据置

+10 万円

+30 万円

　熊野町の新たな農業委員会委員として10名が任命されました。
　農業委員会は、市町村に設置される行政機関です。農地の売買や賃借の許可、農地を住宅・
駐車場等へ転用する際の意見具申、遊休農地の解消や担い手への農地集約といった農地利用
の最適化の推進などが主な役割です。

・近藤　秀樹　委員（川角）

・住川　由子　委員（城之堀）

・中村　家隆　委員（城之堀）

・橋川　勝則　委員（平谷）

・庄賀　深雪　委員（萩原）

こんどう　　ひで き

すみかわ　　 ゆいこ

なかむら　　いえたか

はしかわ　　かつのり

しょうが　　　みゆき

ふく が うちのぶゆき

ぶつえん　　やすふみ

よし の　　　か　よ

こんどう　　しん じ

かじやま　　のりゆき

〇農業委員の紹介

・福垣内信行　委員（萩原）

・佛圓　泰文　委員（初神）

・𠮷野　加代　委員（中溝）

・近藤　信二　委員（出来庭）

・梶山　憲幸　委員（平谷）

325万7千円 30万円 100万円

「おいしい！広島」
農林水産物給食等提供事業

町民夏祭り補助金幼保小中高連携教育推
進協議会のさらなる充
実を図り「熊野モデル」
の構築を目指す。

主な事業について

ただ
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